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[資料・研究ノート] 

バラ語語彙集（上） 

―穆曄駿資料の満洲語文語索引（A-J）― 

 

王 海 波 

（嶺南師範学院） 

 

キーワード：バラ語、穆曄駿、満洲語文語、満洲語群 

 

1. はじめに 

 本稿では、穆曄駿の論文に記録されたバラ語資料に基づき、満洲語文語の同源語による索

引を作成する。穆曄駿が記録したバラ語語彙は複数の論文に分散して掲載されており、同一

語の異なる語形が別々の論文に記録されている場合も少なくない。本稿の目的は、穆曄駿に

よって記録されたバラ語語彙を、満洲語文語の同源語のアルファベット順に体系的に整理

することにある。 

 

1.1. バラ語の概要 

 バラ語(巴拉語)は満洲語群に属する言語(または満洲語の方言)である。バラ語に関する言

語学的調査を行った研究者は、管見の限り、穆曄駿のみである。バラ語の語彙を記録した穆

曄駿の論文には、穆曄駿(1984b; 1987; 1988a)等がある。バラ語は主に張広才嶺の山岳地帯に

分布していたが、1982 年に消滅した(穆曄駿 1985: 5)。消滅前のバラ語の分布は散在的であ

り(穆曄駿 1987: 5)、地域間では語彙を中心とする言語特徴に一定の差異が確認されている

(穆曄駿 1987: 17, 20-21)。穆曄駿は 1964年から 1977 年にかけて、中国東北部の双城・五常・

阿城・延寿・尚志・方正・木蘭・呼蘭・通河・賓県・巴彦の 11県に居住する 74名のバラ人

を対象に現地調査を実施した(穆曄駿 1987: 2)1。この 74名のうち、実際にバラ語が話せたの

は 19名に限られ、調査時点で既に全員が 70～80歳代であった(穆曄駿 1987: 5)。 

 

1.2. 本稿の意義 

 穆曄駿の調査データに含まれるバラ語の語彙は、複数の論文に散在しているため、バラ語

を研究する際に重要な事例が見落とされがちである。具体例に入る前に、まず満洲・ツング

ース諸語の分類を概説する。Ikegami (1974: 271)は満洲・ツングース諸語を I, II, III, IVの四

つの語群に分類している。Iにはエウェンキ語・ソロン語・ネギダル語・エウェン語、IIに

はウデヘ語・オロチ語、IIIにはナーナイ語・ウルチ語・ウイルタ語、IV には満洲語が含ま

れる。さらに池上(1989)は女真語を IV に追加している。本稿では I, II, III, IV をそれぞれエ

ウェン語群・オロチ語群・ナーナイ語群・満洲語群と呼ぶことにする。林立娟・王銘玉(2024: 

124)によれば、ヘジェン族とナーナイ族は中国およびロシアに分布する同源の民族であり、

 
 本稿は、中国国家社会科学基金後期資助項目「満語支語言音系学研究」(課題番号 22FMZB009)の助成を

受けた研究成果の一部である。 
1 該当調査対象地域の地理的分布については、Hölzl (2020: 165)の地図を参照されたい。 
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ヘジェン族とナーナイ族がそれぞれ使用する言語はヘジェン語およびナーナイ語と呼ばれ

る。また、安俊(1986: 79)によれば、ヘジェン語にはキーレン方言とヘジェン方言がある。一

方、風間(1996)および Kazama (1998)は、多数の実例に基づき、いわゆるヘジェン語キーレン

方言(本稿ではキーレン語と呼ぶ)が音対応の面でナーナイ語群よりもオロチ語群により近

いことを指摘している。さらに、Суник (1958)はナーナイ語クル・ウルミ方言(本稿ではキリ

語と呼ぶ)について記述しているが、Doerfer (1973; 1975)はキリ語とナーナイ語の間には多く

の相違点が存在することを指摘しており、Kazama (2024: 365)はキリ語とキーレン語の語彙

はそれぞれエウェン語群とオロチ語群により近いことを指摘している。そのため、Janhunen 

(2024: 4)はキリ語とキーレン語を混合言語(“mixed” languages)と呼んでいる。ナーナイ語・キ

ーレン語・キリ語の間の差異については、Alonso de la Fuente (2011: 16)も参照されたい。以

上の内容は次表のようにまとめることができる。次表にあるキリ語とキーレン語の位置付

けについては Janhunen (2024: 9)の TABLE 1.2を参考にしている。 

 

表 1：満洲・ツングース諸語の分類 

I エウェン語群 エウェンキ語・ソロン語・ネギダル語・エウェン語 

II オロチ語群 ウデヘ語・オロチ語 

III ナーナイ語群 ナーナイ語・ウルチ語・ウイルタ語 

  (混合言語)キリ語・キーレン語 

IV 満洲語群 満洲語・女真語 

 

 Hölzl (2017: 99-100)は、満洲語群を更にManchuic (JB2・WM・満洲語方言・シベ語を含む)、

Balaic (女真語文語・JA・バラ語を含む)、Alchukaic (アルチュカ語を含む)の三つに下位区分

し、語頭における Alchukaic k-3 ~ Balaic h- ~ Manchuic Ø- という音対応を指摘している。そ

の例としては、アルチュカ語 kɑʧʻɑ-、バラ語 hɑʧʻɑ-、JA「哈察」*hača-、JB「阿察」*ača-、

WM aca-「会う」を挙げている。しかし、穆曄駿によるバラ語の当該語の記録には、[hɑʧʻɑmi]

「会见」(穆曄駿 1987: 11)だけでなく、[ɡɑʧʻɑrɑ]「合适」(穆曄駿 1988a: 15)も存在する。後者

の場合、バラ語の語頭子音は破裂音であり、前述の音対応に反する。このように重要な事例

が見落とされがちな背景には、穆曄駿が記録した語彙が複数の論文に分散していることが

考えられる。そこで本稿では、穆曄駿が記録したバラ語の語彙を、WMの同源語に基づいて

整理する。本稿は（上）と（下）の二部から成り、（上）には A-Jの語彙を、（下）には K-Y

の語彙を収録する。あわせて、WM に対応する同源語を持たない語彙の語源についても検

討し、これを（下）に含める。なお、参考文献についても、（上）と（下）ごとに独立した

参考文献一覧を設ける。 

 

 

 
2 本稿では、『女真訳語』乙種本・丙種本に記される女真語をそれぞれ JA, JB と略記し、満洲語文語を WM

と略記する。なお、Kiyose (1977)、金啓孮(1984)、Menges (1987)、金燾方(1990)、烏拉熙春(2009)、Kane (1989), 

Kara (1991)による女真語の再建音をそれぞれ K, J, M, J’, W, Kn, Kr で示す。 
3 ここの kは無気無声音であり、穆曄駿の記録では k の他に ɡ の形式としても現れる(Hölzl 2017: 100)。 
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2. 満洲語文語に同源語を持つ語 

 次表は、穆曄駿によるバラ語の記録を、WMの同源語に基づいて整理したものである。 

[1] 1列目はWMの形式とその和訳である。WMの語形と意味は、羽田(1937)、田村ほか(1966-

1968)、Hauer (2007)、福田(2008)、胡増益(2020)等を参考にした。 

[2] 穆曄駿の論文では、バラ語の一部の語について対応するWMの形式が示されている。一

方、穆曄駿がWMの対応形式に言及していない場合、あるいは穆曄駿が示したWMの形式

が当該バラ語の同源語ではないと筆者が判断した場合には、次表第 1 列の形式は筆者によ

る比定である。なお、Sulfaと関雲路の私信による情報提供を受けている。Sulfa (私信)およ

び関雲路(私信)の意見は、それぞれ <S>, <G> で示す。 

[3] 穆曄駿が提示したバラ語の語形のうち、一部の要素についてのみ WM の同源要素が想

定可能である一方、語形中の残りの部分に対応する WM の同源要素が存在しない、または

対応関係が判断できない場合には、1列目に「+ α」を付してその旨を示す。 

[4] 動詞については、原則として未完了形を記載する。但し、バラ語の同源語の記録が未完

了形以外の形式である場合、1列目に語幹の形式と意味を記載し、その右側に対応する形式

を示す。 

[5] 2 列目はバラ語における同源語の語形とその出典である。同源語と想定される部分の語

形は太字で表す。穆曄駿が記録したバラ語の語形は、基本的に IPAまたはそれに近い表記と

考えられるが、無気の破裂音及び破擦音については、無声音記号と有声音記号が混在してい

る。また、原文においてバラ語の発音が漢字で記録されている場合もあるが、その場合には、

拼音(ピンイン)を付す。なお、必要に応じて、穆曄駿が記したバラ語の漢語訳も併記する。 

[6] 2列目にある出典において、「穆曄駿 19」を省略している。例えば、「(84b: 65)」は「(穆

曄駿 1984b: 65)」を指す。 

[7] (Y), (FY), (BY), (S), (T), (GT), (BT)はそれぞれいわゆる「雅語」、「非変体雅語」、「変体雅

語」、「俗語」、「土語」、「共性土語」、「不共性土語」を表す。これらは穆曄駿の用語であり、

詳細は穆曄駿(1987: 5-21)を参照されたい4。(H), (W), (X), (Z)はそれぞれバラ語土語の地域名

である「哈達哈」、「烏吉山」、「祥根瑪勒」、「獐光材/獐光采/獐光才」5を表す。 

[8] 穆曄駿(1987: 2-4)で言及されている地名・名字もバラ語の発音を反映している可能性が

あるが、原則として次表では扱わない。また、穆曄駿(1987: 30-31)に記述されている動詞の

屈折接辞についても、原則として次表では扱わない。 

 

 

 
4 穆曄駿はバラ語において「雅語」と「俗語」を厳密に区別しているように見受けられるが、同一の語形が

「雅語」と「俗語」として異なる頁で重複して記録されている例が確認される。例えば、[əʃïɡən]「鱗」は

穆曄駿(1987: 10)では「変体雅語」として掲載されている一方、穆曄駿(1987: 13)では「俗語」としても記載

されている(表 2 の esihe の行を参照)。また、[pʻɑlɑi]「橇」は穆曄駿(1987: 9)では「変体雅語」として記載

されているが、穆曄駿(1987: 12)では「俗語」としても記載されている(表 2 の fara の行を参照)。更に、語

幹 [tʻurɡɑ-]「見る」については、穆曄駿(1987: 11)が [tʻurɡɑrɑ] を「俗語」として記載している一方、穆曄

駿(1988a: 15)が [tʻurɡɑmə] を「承襲雅語」としている。 
5 穆曄駿(1987)における「獐光材」(2, 17, 20 頁)、「獐光采」(17 頁)、「獐光才」(19 頁)は同じ地域を指すと考

えられる。表 2 の「julgen sain + alin」の行を参照されたい。 
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表 2：満洲語文語(WM)とバラ語の同源語 

満洲語文語(WM) バラ語 

aba「巻狩り」+ da「長」 阿布达 abuda 猎长 (84b: 65) 

abala-「巻狩りをする」abala- + α6 [ɑlɑhin] 打围 (S) (87: 13) 

abdaha「葉」 [ɑvdəhə] (BY) (87: 10) 

abka「天」 [ɑpʻkʻɑ] (FY) (87: 6) 

aca-「会う；合う」acambi [hɑʧʻɑmi] 会见 (S) (87: 11) 

aca-「会う；合う」acara [ɡɑʧʻɑrɑ] 合适 (88a: 15) 

adu「服」7 [hɑduwə] 衣 (S) (87: 12) 

afandu-「一斉に攻める」afanduha 阿凡都哈 afanduha (84b: 66) 

aibade「どこで、どこに」 [ɑi vətʻ] (87: 25) 

aidagan「雄の野猪」 [ɑidəhən] 满语为公野猪 巴拉语为野猪 (BY) (87: 9) 

aina-「何をする、どうする」 

 ainara 

 

[ɑnɑrɑ] 怎么办 (87: 26) 

aisin「金」 [ɑnʧʻuɡun] 金 (S) (87: 11) 

akdacuka「信ずべき」 [əkʻdəʃïkʻɑ] (87: 15) 

akjan「雷」8 [ɑkʻdin] (BY) (87: 8) (88a: 2) 

alhari「白斑のある(鴨)」9 (Z) [ɑlhɑri] 浑身被蚊虻咬伤 (BT) (87: 20) 

alikū「大皿」10 [ɑnlikuɔ] 盆 (S) (87: 13) 

alin「山」 阿林 alin (87: 3) [ɑlin] (87: 27) 

aliyambi「待つ」 [əilimi] (S) (87: 12) 

ama「父」 [ɑmin] (87: 31) 

amala「後ろ」 [ɑmɑlɑ] (FY) (87: 7) [ɑmɑlə] (S) (87: 12) 

amba「大きい」 [ɑŋ] ([ɑŋbielə] 江 (GT)) (87: 17) [ɑnbɑ] (87: 29) 

 
6  ここの [hin] という要素の機能は不明である。穆曄駿のバラ語に関する記述にはこの要素に関する説明

がなく、実例はこれのみである。(87: 14)には WM の geneki と同源の [ənəhi] があり、ここの [hi] は WM 

-ki に相当する接辞だと考えられるが、[ɑlɑhin] における [hin] と同じ要素であるか否かは不明である。[hin] 

は WM の -kini に対応する可能性もあるが、検討の余地がある。 
7 JA の「哈都」(漢訳=服/衣)(K 127 = *hadu; J 35, 136 = *xɑdu(xu)〜*xɑd-xuwə; W 80 = *hadu)と JB の「阿都」

(漢訳=衣)(Kn 330 = *adu)も同源語と考えられる(池上 1999b: 329; Hölzl 2017: 100)。JA の *hadu とバラ語の 

[hɑduwə] における語頭子音 hは、JB の *adu と WM の aduでは脱落している。 
8 原文では女真語の同源語はバラ語の [ɑkʻdin] と発音が同様と記述しているが、JA, JB で「雷」を意味す

る「阿玷」(K 97 = *akdiyan; J 68 = *ɑdiɑ; W 69 = *agdian)と「阿甸」(Kn = 135, 151, 153 = *a[k]dien～*a[k]dian; 

Kr 149 = *akdian)に基づけば、第 2 音節の母音は *i ではなく *ia と再建するのが妥当である。また、孫伯

君(2016: 148-149)は、人名「阿典」・「阿迭」等に基づいて、金代女真語における「雷」の発音を *adien/*adie

と再建している。一方、この語のツングース諸語における同源語では、第 2 音節の母音は一般に i (または

ɪ)である(Цинциус и др. 1975: 12 参照)。 
9 WM alhari「白斑のある(鴨)」とバラ語 [ɑlhɑri]「浑身被蚊虻咬伤」は意味上が異なるものの、WM alhariは

alha「花模様」+ -ri「名詞形成接辞」に由来する語であり、後者もこれに対応する要素に由来すると考えら

れる。 
10 (87: 28)では、[ɷ] はバラ語では [uɔ], [u], [ɷ] の 3 通りの発音に対応すると記されており、[ɑnlikuɔ] は

WM [ɷ] とバラ語 [uɔ] が対応する例と考えられる。 
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ambalinggū「魁偉」 [ɑnbɑliŋu] 魁伟 (87: 30) 

amca-「追う」amcara [ɑmʧʻɑrɑ], [ɡɑmʧʻɑrɑ], [ɡɑnʧʻɑrɑ] (88a: 16) 

amjita「伯父たち」 [ɑmɑditʻɑ] 众伯父 (87: 29) 

an「常」 [ɑn] 永远 ([ɑn’ɡərə] 永远明亮或没有黑夜) (88a: 8) 

anggara「甕」 [ɑŋɡərə] 敝口的器物 (88a: 8) 

ara「あら、おや；あー」 [ərɑ] 哎呀 (87: 31) 

ara-「作る」ararakū11 [ɑrɑrʃən] 不写、不做 (88a: 11) 

ari「天にまで到るという鬼の名」 [(ŋ)ɑri] ([nəmɑri], [nəmu ŋɑri] 山洞子里的魔鬼) (88a: 93) 

[ɑri] 最凶恶的魔鬼，又是泛指的称谓 (88a: 93) 

atanggi「いつ」 [ɑtʻɑŋniə], [ɑntʻɑŋniə], [ɑtʻɑni] 什么时候 (88a: 17) 

ba「場所」12 巴 ba (特苏巴，纳莫 tesu ba namo 本地人) (巴彦巴 bayan 

ba 富裕的地方) (84b: 66) (巴尼人 baniren 本地人) (87: 3) 

[bɑ] ([niɔi bɑ] 水甸子  (FY)) (87: 8) ([bɑnɑi] 本地人 

(GT)) (87: 17) [və] ([ɑi vətʻ] 在那儿13) (87: 25) 

baitangga「有用な」14 贝他哥 beitage (84b: 67) 

banda mafa「猟神」 班达玛发 banda mafa 猎神 (84b: 65) 

banji-「生きる」banjiha [pɑrdihɑi] 活了 (BY) (87: 8) 

banuhūn「怠惰」 [pɑnəhuən] (FY) (87: 6) 

bayan「富んだ」 巴彦 bayan (84b: 66, 67) 

be「を」 博 bo (嘎萨博，这德瓦集嘎库 gasa bo, zhe de wajigaku 天

天有吃不完的飛禽) (84b: 67)15 [mə] (87: 27) [uə] (88a: 15) 

be「私たち(排他的)」16 博 bo (84b: 66) 

bedere-「戻る」bedereci [pədərə kʻiə] (87: 27) 

bedun「堅固な」 [pʻutʻun] (BY) (87: 8) 

behe「墨」 [bəhə] (87: 22) 

 
11 [rʃən] は WM の -rakū と同源ではない。詳細は王海波(2025b: 4-6)を参照されたい。 
12 池上(1999b: 336)によると、バラ語「巴尼」(bani)の「巴」(ba)及び [bɑnɑi] の [bɑ] は WM ba、ナーナイ

語ビキン方言 ба̄「天、場所」、松花江下流沿岸方言 pɑ「天、地」(凌純聲 1934: 273)に対応する。 
13 ここでの「那儿」は「どこ」を意味する。通常「哪儿」と表記される。 
14 原文は「拉不道班贝他哥」(labu daoban beitage)である(漢訳=用不尽)。Hölzl (2021: 177, 187)は WM の labdu 

daban ?baitangga と対応するとしているが、この解釈については検討の余地がある。beitageについては、Sulfa 

(私信)が baitakū (漢訳と意味が合わないが)か baitalaha (la が欠如するが)に対応する可能性を提示している。 
15 (87: 26)には、バラ語の対格は通常省略され、ほとんど [pə] のように発音されないという説明がある。

一方、(84b: 67)には「嘎萨博」(gasa bo)の例があり、ここでの「博」(bo)は対格標識と考えられ、母音の実

際の音値は [ə] である可能性が高い(拼音 beの漢字はないため)。 
16 原文は「玛法哩，古鲁吉朝哈德，阿凡都哈博，乌巴德，特苏巴，纳莫，木德，木必」(mafali, guluji [sic] 

chaoha de, afanduha be, wubade, tesu ba, namo, mude, mubi)である(漢訳=祖先们同野兽兵丁作战，我们才成了本

地人)。Hölzl (2021: 176, 186)はこの「博」を対格標識の beと解釈している。一方、Sulfa (私信)によると、

この「博」は漢訳の「我们」に対応する。筆者は Sulfa の見解を支持する。その根拠として、「博」の直後

の読点「，」をその前に移動すれば、原文の漢訳「我们」との対応関係が明らかになる。原文における読点

は、必ずしも漢語の読点と同一のものとは限らず、当該箇所は歌詞の一部であるため、歌唱上の間を置く

箇所を示している可能性がある。 
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bethe「足；脚」 (fatha の行を参照) 

beye「体」17 [bəi] 人 (GT) (88a: 20) 

bigan「野原」 [biɡɑn] 野原、野甸子 (88a: 9) 

bi「私」 [mi] (87: 26) [bi] (88a: 13) 

bi-「ある、いる」bi [bi] (88a: 13) 

bi-「ある、いる」bihe [biɔ] (87: 25) [bie], [bi’ə] (87: 30) 

bira「川」 [pirɑ] (FY) (87: 6) [mie] ([nɑlin mie] 拉林河 ) (87: 16) 

[bielə] ([ɑŋbielə] 江 (GT)) (87: 17) (cargi bira の行も参

照) 

bithe「本」 [bitʻihə] (FY) (87: 7) 

biya「月」 [pijɑ] (FY) (87: 6) 

biyandu「隠元豆(漢語扁豆)」 [biɑndu] 扁豆 (87: 23) 

boco「色」+ fiyan「顔色；紅；色」18 [buɔtʻijɑn] 颜色 (87: 29) 

bolgo「清潔」 博老 bolao 清清的 (84b: 67) 

boo「家、家屋」 博 bo (博依达苏苏 bo yi da susu 故乡) (84b: 66) [bɔɔ] 

([mɔŋɡɔ bɔɔ] 蒙古包 (FY)) (87: 8) ([jəlu bɔɔ] 地窨子房 

(GT)) (87: 18) [pɔɔ] (87: 26)19 

borhoto「荊條墩(樹名)」 [bɔrhɔdɔ], [bɔhɔdɔ] 棘条墩子 (重音在词中元音) (88a: 

12) 

boso「布」 [busu] (87: 22) 

bu-「与える」buhe bihe20 布必赫 bubihe (84b: 66-67) 

buce-「死ぬ」bucehe [putʻihə] (BY) (87: 8) 

bujan「林」 [pʻuʧʻɑ] (S) (87: 13) [pʻuʧʻɑ] 仆察 pucha, [fuʧɑ] 仆札

puzha (88a: 7) 

 
17 WM における同源語 beye は主に「体」を意味し、「人間」の意味を持たない。一方、アルチュカ語の [nɑ 

bəi]「当地の人」における [bəi] は「人」を意味し(穆曄駿 1987: 17)、池上(1999b: 336)はナーナイ語クル・

ウルミ方言(キリ語)における同源語 бэjэ「人間」とアルチュカ語の [bəi] が一致していると指摘している。

池上(1999b)はアルチュカ語とバラ語の両方を研究対象としているが、上記の対応関係を論じる際に、バラ

語の [bəi]「人」には言及していない。 
18 (87: 29)では、[buɔtʻijɑn] における [jɑn] は色彩を表す接辞であると記述している。この接辞が付加され

て形成されたバラ語の色彩語は他にもいくつか存在する。この [jɑn] の語源については、2 つの可能性があ

ると考えられる。第一に、WM fiyan「顔色；紅；色」の同源語に由来する可能性がある。第二に、WM に

おいて色彩を表す語のうち、fulgiyan「赤」、niowanggiyan「緑」、sahaliyan「黒」、suwayan「黄色」、šanggiyan/šanyan

「白」、šeyen「純白」などのように、yan〜yen で終わる語が複数存在する点が挙げられる。これらの語に含

まれる yan〜yen は、共時的には独立した形態素として抽出することが困難であるが、語源的にはバラ語の 

[jɑn] と関係が存在する可能性も否定できないと考えられる。 
19 穆曄駿の記録では、無気の破裂音および破擦音について、無声音記号と有声音記号が混在して用いられ

ている(2. 節の [3] を参照されたい)。 
20 原文は「德更格哈达哪，泯博，胡鄙哩，布必赫」(degengge hada na, minbo hubili [sic], bubihe)である(漢訳

=那高高的山峰给了我们幸福)。Hölzl (2021: 177, 187)はここの「布必赫」(bubihe)は WMの bu-bihe に対応す

る述べている。しかし、Sulfa (私信)が指摘しているように、bu-bihe は文法的に問題があり、buhe bihe に訂

正する必要がある。 
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buju-「煮る」buju21 [mukʻʧu] 煮 (87: 23) 

bultahūn「盛り上がった；顕」<S>22 布季(buji) 顶子 (87: 2) 祥根玛勒布季山 xianggen male 

buji shan 冷帽顶子山  (87: 2) 祥根玛勒布季 xianggen 

male buji (87: 17) 鲜根玛勒布季 xiangen male buji (87: 19) 

[buʧi] 高山尖 (S) (87: 13) 

buncuhūn「水等が冷たくもなく熱

くもない」<S>23 

[buʧʻuhun] 温 (S) (87: 13) [pəntʻuhun] 温暖 (GT) (87: 

18) 

burga「柳の木；柳の枝」 [pʻuɡɑ] 柳 (S) (87: 11) [pʻuɡɑn] 柳条 (88a: 8) [pʻuhɑn] 

柳条 (88a: 9) [pʻuɡɑ], [pʻuɡɑn] 柳条 (88a: 18) 

burga「柳の木；柳の枝」+ -tu「名

詞形成接辞」 

[pʻuhɑtʻu] 柳条墩 (88a: 9) 

bušuku「狐の精」 [buɕiu] 魔鬼、规范语谓狐魅 (GT) (87: 17) 

cacari「布製の四角な天幕」 [ʧʻiʧʻiri] 帐棚 (88a: 6) [ʧʻiʧʻirin] 帐棚 (88a: 10) 

cai「茶」 [ʧʻɑ] (87: 22) 

cargi「彼方」<G> + bira「川」24 才依密勒 caiyimile 阴阳界河 (87: 4) 

cecike「小鳥」 [tʻitʻiɡə] (S) (87: 14) 

ceku「ぶらんこ」 [ʧʻïkʻu] (BY) (87: 10) 

ci「より」 其 qi (84b: 67)25 [tʻi] (87: 27, 28) [tʻin], [kʻiə], [ʧʻiə], [ʧʻi], 

[ʧi]26 (87: 27)27 

 
21 原文では WM の buju に対応するとしているが、Sulfa (私信)は muke「水」+漢語「煮」(zhu)に由来する

可能性を提示している。特に、原文ではバラ語の [mukʻʧu]「煮」と ([ʧʻɔlɑ] ではなく) [ʧʻɔ]「炒」を併記し

ていることから、[mukʻʧu] における [ʧu] は漢語の「煮」に由来する可能性が示唆される。 
22 Sulfa (私信)はバラ語の「布季」と WM bultahūn (『大清全書』での漢訳=努出眼睛)と比較している。また、

bulca「盛り上がった肉塊」、buljan「腫物」も bultahūn と同源の可能性があると指摘している。 
23 原文(87: 13, 18)では WM の bulukan「ぬるい」に対応するとしているが、Sulfa (私信)はバラ語の語形は

WMの buncuhūnの方に近いと指摘している。拙論王海波(2025a: 242)では、アルチュカ語の [buʧʻukʻɑn]「温」

(87:13)及び [putʻuhə]「温暖」(87:18)を WM の bulukan に対応するものとしていたが、本稿における検討を

経て、これらもむしろ WM の buncuhūn の方に近いことが判明した。 
24 バラ語「才依 caiyi」と WM cargi、バラ語「密勒 mile」と WM bira の語源的関連性は、関雲路(私信)と筆

者の推測である。また、査読者は WM sain + bira に対応する可能性を提示している。 
25 原文は「西布苏其沾春」(xibusu qi zhanchun)であり、対応する WM は hibsu ci jancuhūn と考えられ、意味

は「蜂蜜より甘い」のはずである。一方、原文の漢訳は「象蜜甜」(蜜のように甘い)である。 
26 奪格(原文では「由格」)の発音 [ʧi] について、原文(87: 27)ではバラ語の [tʻi], [tʻin], [kʻiə], [ʧʻiə], [ʧʻi] の

5 形式を「固定」の発音と、[ʧi] を「不固定」の発音として区別している。また、アルチュカ語の奪格 [ʧi] 

は「固定」の発音であり、バラ語とはこの点で異なると強調している。 
27 原文(87: 27)では、バラ語の奪格(原文では「由格」)を説明する際に、[əi ɑlin mə dɔʃïtʻin pədərəkʻiə məŋɑ]

「这个山进去出来都很难」という例文を挙げ、同例における [tʻin] と [kʻiə] を「由格」としている。しか

し、これらはいずれも明らかに格標識ではなく、条件連用接辞である。即ち、原文では奪格標識と条件連

用接辞が混同されている。WM において両者はいずれも ciという形式をとるものの、共時的には異なる形

態素であり、通時的にも起源を異にする。[1] 奪格標識 ciは、*ti に遡る形式である。JA には「卜溫失刺哈

替」(漢訳=自古)(K 138 = *bun širahati; J 15, 107, 197, 209 = *bu-un ʃïrɑ-xɑ-ti)という表現があり、このフレーズ

では語順転換が認められる(Kiyose 1977: 138)が、ここに見られる *ti は奪格標識と解釈される(金光平・金

啓孮 1980: 212 では「従格」と称されている)。[2] 一方、条件連用接辞 ci の語源について、池上(1999a: 260-

266; 1989: 1081)はツングース諸語との比較から、ci は接辞 -raと -ki の結合に由来すると指摘している。即

ち、条件連用接辞 ci における cは、rk > c という音変化の結果生じたものである。 
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cira「(角力で)隙がない」 [ʧirɑ] 密实 (88a: 10) 

coko「鶏」 [tʻihə] (S) (87: 11) 

cola-「煎る、炒める」co(la) [ʧʻɔ] (87: 23) 

cooha「兵、軍」 朝哈 chaoha (84b: 66) 超合 chaohe (84b: 66; 87: 3) 

cungguru「へそ」 [ʧʻiuŋɡuru] (BY) (87: 10) 

curhū「かもぐちの幼魚」 珠赫 zhuhe 狗鱼崽子 (87: 3) 

da「もと；草木の根本；首領」 达 da (阿布达 abuda 猎长) (达乌克墩 da wukedun 供奉神

霊的乌克墩) (垛勒达 duole da 买卖长) (84b: 65) (达苏苏

da susu 故乡) (84b: 66) (达苏苏 da susu 家郷) (84b: 67) 

[dɑ] 根；头 (88a: 24) 

daban「過度」28 道班 daoban (84b: 67) 

dari「毎」 达力 dali (依能吉达力 yinengjidali 天天) (84b: 67) 

dagila-「準備する」dagila [dɑɡilə], [dɑʧilə] (88a: 10) 

dahū「皮衣」29 [dɑhu] 皮袄 (FY) (87: 8) 野兽皮作的皮袄 (87: 29) 

dalgan「塊」 [dɑrɡɑ] 块、菜肉块 (BY) (87: 9) 

dalin「川岸」 [dɑlin] (FY) (87: 8) 

danambi「掌りに行く」 [dɑnɑmbi] 管事 (FY) (87: 8) 

de「に；で」 du 于格 (84b: 66) 德 de (古鲁吉朝哈德，阿凡都哈 gulugu 

chaoha de afanduha 同野兽兵丁作战) (乌巴德 wubade) 

(84b: 66) 得 de (窝的得 wodi de 山林中) (84b: 67) [tʻ] ([ɑi 

vətʻ] 在那儿30) (87: 25) (87: 26) [də], [nə] (87: 26, 27) [dɔ], 

[du], [d], [tʻə] (87: 26) 

defu「漢語豆腐」 [dəɔp’ə], (H) [dərfuɔ] (87: 5) [dərfu] (87: 22) [dɔfu] (87: 23) 

defu「漢語豆腐」+ 漢語の「皮」 [dəɔp’əp’i], (H) [dərfuɔp’i] (87: 5) 

deken「やや高い」31 [də’əŋkʻən] 略高 (87: 30) 

den「高い」32 [də’ən] (FY) 高 (87: 8) [dəɡən] 高 (87: 29) 

den「高い」+ -ngge「〜的な」33 德更格 degengge 高高的 (84b: 66) 

 
28 原文は「拉不道班贝他哥」(labu daoban beitage)である(漢訳=用不尽)。Hölzl (2021: 177, 187)は WM の labdu 

daban ?baitangga に対応するとしているが、この解釈については検討の余地がある。 
29 (87: 29)ではバラ語の [dɑhu] の [hu] は接辞であると記述している。しかし、WM の同源語 dahū はモン

ゴル語からの借用語である(Цинциус и др. 1975: 192; Rozycki 1983: 80)。 
30 ここでの「那儿」は「どこ」を意味する。通常「哪儿」と表記される。 
31 den の行の脚注で示しているとおり、JA において「高い」を表す「忒革」は 2 音節語である。バラ語の

「高い」は [də’ən]〜[dəɡən] であり、JA と同様に 2 音節の形式をとる。「やや高い」を意味するバラ語の 

[də’əŋkʻən] (87: 30)は、[də’ən]「高い」に派生接辞 [kʻən] が付加されて形成された語と考えられる。[də’əŋkʻən] 

における [də’əŋ] の部分は WM den と対応し、[kʻən] の部分は WM -ken に対応すると考えられる。 
32 バラ語の「高い」は 2 音節の [də’ən] (87: 8)〜[dəɡən] (87: 29)であり、[dəɡən] の [ɡən] は派生接辞ではな

く(87: 29)、語根の一部である。[də’ən]〜[dəɡən] は WM の den と同源関係にあると考えられる。JA におけ

る同源語「忒革」(漢訳=高)(K 113, 135 = *tege; W 72 = *dəgə)も、母音間の g を保持している(Hölzl 2021: 182)。

また、「やや高い」を意味するバラ語の [də’əŋkʻən] (87: 30)は、[də’ən]「高い」に派生接辞 [kʻən] がついて

形成された語と考えられる。 
33 den の行の脚注で示しているとおり、JA において「高い」を表す「忒革」は 2 音節語である。バラ語の
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dere「顔；机」 [dərə] 脸、桌子 (FY) (87: 7) 脸 (88a: 93) 

dere「顔；机」+ enduri「神」 [duduri], (X) [dərnduri] 跳神用的面具 (88a: 93) 

dobi「狐」 [dɔrpiə] 狐 (FY) (87: 7) [dɔrbi] (87: 14) 

dobihi「狐の毛皮」 [dɔrpihi] 狐皮 (S) (87: 11) 

dobori「夜」 [dɔlɔbɔ] 夜 (GT) (87: 17) 

doko「近道」+ -nggo「〜的な」 [dɔkʻɔŋɔ] 走抄道的 (87: 30) 

dondon「蝶々」 [dɔndɔn] 小蝴蝶 (FY) (87: 8) 

dondon「蝶々」+ -ri「名詞形成接辞」 [dɔnduri] 蛾子 (GT) (87: 18) 

donji-「聴く」donjire [dɔrdirə] (S) (87: 11) (87: 14; 88a: 2, 22) [dɔndirə] (87: 14; 

88a: 234, 22) 

dorgi「内」 [dɔrje] (87: 26) 

dosi-「入る」dosici [dɔʃïtʻin] (87: 27) 

duka「ゲート」 [durkʻɑ], [durkʻɑi] 院子的大门 (88a: 20) 

durge-「震える」+ α <G> (X) [dulɡəjen] 冻死鬼 (BT) (87: 21) 

duri「揺り籠を兼ねた乳母車」 [duli] (FY) (87: 8) 

ecikese「叔父たち」 [ɔtʻikʻəʦʻə] 众叔父 (87: 29) 

efen「餑餑(食物の名)」 [ɡəbe] 饽饽 (87: 22) 

eihen「驢馬」+ -ngge「〜の(ある)」 [əihəŋɑ] 骑驴的 (87: 30) 

ejembi「記す；覚える」 [əʧimei], [ənʧimei] 记事之记 (88a: 17) 

ekiyehun「欠乏した」 [əkʻihun] 缺少 (87: 30) 

 
「高い」は [də’ən]〜[dəɡən] であり、JA と同様に 2 音節の形式をとる。「德更格 degengge」における dege

の部分は WM den と対応し、ngge の部分は WM -ngge に対応する可能性が高い。また、Hölzl (2021: 177, 187)

も、「德更格」(degengge)は WM の dengge に対応するとしている。WM dengge の意味については、Hölzl 

(2021: 177)は Norman (2013: 73)の記述(即ち glorious と distant, far away という 2 つの意味)を引用すると同時

に、high の意味もあると推測している。しかしながら、Norman (2013: 73)における denggeの distant, far away

の語義は誤りであろう。『増訂清文鑑』には dengge「往遠撇」(動詞 denggembi「遠くに投げる」の命令形)

が記載されているが、Norman はこれを形容詞と誤認している。『新満漢大詞典』第 1 版(胡增益 1994: 180)

では dengge の語義として「❶远处的，远远的。❷高贵的，荣耀的。❸封谥用语；荣。」を挙げているが、❶

の語義も同様の誤解に基づく。同辞典第 2 版(胡增益 2020: 292)では、❶と❷の語義が削除されている。「荣」

の意味の dengge は、den「高い」に派生接辞 -ngge が付いて形成された語である可能性があるが、Sulfa (私

信)は derengge「体面」に由来する可能性もあると指摘している。『大清全書』における derengge の漢訳は

「有体面」の他に、「榮」もある。 
34 (88a: 2)は、WM の donjire (語幹 donji-「聞く」に未完了連体接辞 -re が付いた形式)に対応する女真語の

発音は、バラ語の発音と同様の [dɔndirə] であると述べている。しかし、『女真文辞典』(金啓孮 1984: 217)

には女真語の語幹 *donji- は収録されているものの、これに接辞 [rə] が付いた形式は見られない。また、

JA と JB における該当語幹の漢字音写は、それぞれ「端的」と「斷的」であるが、ここで第 1 音節の音節

末子音(coda)は *n ではなく *l であった可能性も否定できない。当時の漢語には l 韻尾の音節が存在せず、

l 韻尾の発音を表記するために n 韻尾の漢字を代用した可能性があるからである。Ligeti (1953: 223)は、ナ

ーナイ語の dolǰe-, dold’i- を考慮し、JA「端的」の発音を *doldi- と再建している。烏拉熙春(2002: 264)も

同様に *doldi- と再建している。なお、烏拉熙春(2002: 10, 123)は、女真語で「聞く」を意味する語幹を表

す女真字「 」は契丹小字の「 」*tur を模倣して作られたと論じている。この契丹字は、契丹語で「生

む」を意味する語「 」*tur-gən において語頭字として用いられている。この字が女真文に借用された後、

発音が近い *dol を表すようになったという。しかし一方で、李思斉(2021: 90)は契丹字「 」の音価は *[sui] 

であったと指摘している。 
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ekše-「忙しい」ekšembi [əkʻuʃəmi], [əkʻʃəmi] 忙 (88a: 18) 

ekše-「忙しい」ekšere + erin「時」 [əkʻuʃərin] ([hɔŋ əkʻuʃərin] 大忙季节) (88a: 18) 

elu「葱」 [ɔlɔ] 山葱或葱 (88a: 6) 

empi「あかざ」 [umpʻi] 柳蒿芽菜 (88a: 6) 

encu「別の」 [ənʧʻu], [ɡənʧʻu] (88a: 16) 

enduri「神」 恩都力 enduli (84b: 65; 87: 4) [ənduri], [ɡənduri] (88a: 19) 

[ənduri], [nduri] ([duduri], (X) [dərnduri] 跳神用的面具) 

(88a: 93) 

ere「これ；この」 俄勒 ele (84b: 66) [ər] (87: 26) [əi] (87: 27; 88a: 22) 

erguwe-「囲繞する」+ -ri「名詞形成

接辞」<S><G> 

[əlɡuəli] 蜘蛛网 (87: 28) 

erhe「蛙」+ -ri「名詞形成接辞」 [ɔrɡəri] 森林田鸡 (87: 28) 

erin「時」 (ekšere + erin の行を参照されたい) 

esihe「鱗」 [əʃïɡən] (BY) (87: 10) (S) (87: 13) 

etuku「服」 [ɔtʻuhuə] 外衣, [ətʻukʻu] 内衣 (88a: 21) 

fahi「内股」+ giranggi「骨」/ giran

「死骸」 

[pʻɑhirɑn] 胯骨裆 (88a: 11) 

faisha「木柵」 [pʻɑiʦɡɑ] (S) (87: 12) 

faju「樹や指の股」+ yen「羊腸の山

道」<S> 

[pɑtʃujɑn] 野兽走的三叉道 (87: 29) 

fangkala「低い」 [pʻɑŋɡə] (S) (87: 13) [pʻɑŋkʻɑ] (87: 29) 

fangkalakan「やや低い」 [pʻɑŋkʻɑkʻɑn] 稍低 (87: 30) 

fara「橇」35 [pʻɑlɑi] 雪橇、车辕 (BY) (87: 9) 爬犁 (S) (87: 12) 

farhūn「暗い」/ fahala「暗紫色」+ 

fiyan「顔色；紅；色」36 

[pʻɑnjɑn] 暗色 (87: 29) 

fatha「蹄」/ bethe「足；脚」37 [pʻɑtʻi] 脚 (GT) (87: 18) [bɑtʻi] 兽掌、蹄 (GT) (87: 18) 

[pʻətʻi’ə], [pʻətʻi] 脚 (88a: 14) 

fathangga「蹄のある」/ bethengge「足

/脚のある」 

[pʻɑtʻiŋ], [pʻɑtʻhɑŋ] 有脚的 (88a: 18) 

fe「古い」 [fə] (FY) (87: 7) 

 
35 バラ語の [pʻɑlɑi] は WM の fara i「橇で」に対応する形式である可能性は排除できない。ただし、バラ

語には音変化で語末の [ɑ] の後に [i] が挿入される例がある(例えば、88a: 20 が指摘する音変化の例 

[durkʻɑ] > [durkʻɑi] などを参照されたい)。このため、[pʻɑlɑi] の [ɑi] は、[ɑ] が音変化した結果である可能

性もあると考えられる。 
36 [pʻɑn] の部分と WM の farhūn / fahala との語源的関連性はそれぞれ筆者と Sulfa (私信)の推測である。 
37 (87: 18)は、WM の bethe と fathaに対応するバラ語の同源語はそれぞれ [pʻɑtʻi] と [bɑtʻi] であると記述

している。一方、バラ語の [pʻɑtʻi] の派生語と考えられる [pʻɑtʻiŋ], [pʻɑtʻhɑŋ]「足のある」に対応する WM

の同源語について、(88a: 18)は [fɑtʻhɑŋɡə] (fathangge)と記述し、bethengge には言及していない(fathangge は

正しくは fathangga であろう。『増訂清文鑑』には nunggari fathangga kuwecihe の例で確認できる)。また、(87: 

19)は、WM の bethe と fatha は元々同じ語であったと述べている。 
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fejilen「鳥を捕る罠」 [pʻəidilən], [pʻidilə] 打鸟的套子 (88a: 22) 

feliye-「歩く」feliye38 [fəilijə], [filiə], [fəlijə] 走或走吧 (88a: 6) 

feshen「蒸籠」 [pʻəshən] 笼屉 (87: 29) 

fi「筆」 [pi] (87: 22)39 

fiya「樺」 [pʻijə] 臭桦 (87: 29) 

fiya「樺」+ -ku「名詞形成接辞」40 (H) [fieɡu] (T), (Z) [pʻirɡuə] (T) 桦皮 (87: 17) 

fiyana「背負子」 [fijɑnɑ] (FY) (87: 8) 

fiyoose / fiose「瓠を縦半分に割って

水を汲むのに用いた用具(漢語瓢

子)」+ -ri「名詞形成接辞」 

[pʻɔʦəli] 水瓢 (88a: 25) 

fodo「薩満祈祷時の柳枝」 [fədə] 吉祥柳枝 (88a: 6) 

fodo mama「柳枝祖母」(宋和平・孟

慧英 1997: 16) 

佛头妈妈 fotou mama (87: 4)41  [fədə mɑmə] 吉祥奶奶 

(88a: 6) 

fodo「薩満祈祷時の柳枝」+ moo

「木」 

佛斗冒 fodoumao (87: 3) 

fodoho「枝垂れ柳」 [pʻədhe] 柳树 (BY) (87: 10) [fədəhə] 柳树 (88a: 6) 

fucihi「仏」 [pʻutihin] (S) (87: 12) [pʻitʻihin], [pʻutʻihin], [futʻihin] 

(88a: 7) 

fucihiyala-「炙る」+ -ri「名詞形成

接辞」 

[pukʻiɑli] 夏季狩猎时带的食物，火燎肉 (GT) (87: 18) 

fucihiyambi「咳をする」 [pʻutʻihiɑŋmi] (BY) (87: 9) 

fuhen「火口に用いる草」+ -yen「名

詞形成接辞」42 

[fəihəjən] 引火用的干草 (87: 29) 

 
38 WM feliye- とバラ語の同源語は共に語頭子音が f であるが、元々は *p であったと考えられる。ナーナ

イ語の пули- (Оненко 1980: 342 に収録)も WM feliye- の同源語と考えられる。また、明代女真語における同

源語について、JA には「弗里隨」(K 143 = *fulisuwi; J 25, 119, 180, 250 = *fuli-sui; W 78 = *fuli-sui)、JB には

「伏力速」(Kn 306 = *fulisu)があるため、明代女真語では *p > f が既に発生していることがわかる。また、

von Zach (1897: 107)は JA の「弗里隨」をナーナイ語の pulsi- 及び WMの feliye- と比較している。 
39 Hölzl (2018a: 32)は(87: 22)に記録された [pi]「笔」を引用する際に、p(')i のように表記し、語頭子音が有

気音である可能性を示唆している。これはおそらく、アルチュカ語の [pʻi]「笔」(87: 22)に基づく推測であ

ろう。しかし、語源となる漢語「笔」の語頭子音は無気音であるため、バラ語の [pi] の語頭子音も無気音

である可能性は十分あると考えられる。 
40 バラ語の [fieɡu] は、WM fiya + -ku に対応する要素で形成されたと考えられる。バラ語の [pʻirɡuə] にお

ける [pʻi] も WM fiyaに対応すると考えられるが、[rɡuə] の部分については、Sulfa (私信)によると、alhūwa

「横隔膜」や derhuwe「蝿」などに共通の RhUwA (R = r/l, U = ū/u, A = a/e)の部分が見られ、共時的には形態

素として抽出することが困難であるが、語源的には [pʻirɡuə] の [rɡuə] と関連している可能性がある。 
41 原文の記述によれば、旗人とバラ人が祀る神は異なり、旗人が祀る最高の祖先神は「佛头妈妈」である

のに対し、バラ人が祀る最高の祖先神は「乌什哈妈妈」である。つまり、「佛头妈妈」は旗人の信仰に由来

する神である。従って、その名はバラ語の発音ではなく、WM の発音を反映したものである可能性が高い。 
42 バラ語 [fəihəjən] における [fəihə] の部分は WM fuhen と同源である可能性が高い。また、[jən] の部分

は WM の名詞形成接辞 -yAn (A = a/e/o)に対応する可能性がある。WM -yAn の例としては、uhū-yan「抉り

とられて窪んだ所」、šofo-yon「心の狭い」などが挙げられる。uhū-yan は uhū-「抉りとる」+ -yan で形成さ

れ、šofo-yon における *šofo- は šoforo-「つねる、つまむ」などと関連する可能性がある。 
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fuhu「疣」+ -yen「名詞形成接辞」 [fuhujən] 懒疙疸 (87: 29) 

fujuri「根基；世襲」 [fuʧilən] 体面或像样 (88a: 21) 

fujurakū「行儀の悪い」 [pʻuʧilərʃən], [pʻidiləʐʃən] 举 止 没 人 样  (88a: 21) 

[pʻidiləʐʃən], [pʻuʧilərʃən], [pʻudiləʐʃən] 不成样子 (88a: 

22) 

fukana-「泡ができる」fukanaha43 [pʻukʻɑnɑɡɑi], [pʻukʻənɑɡɑi], [pʻukʻnɑɡɑi] 起了泡了 

(88a: 13) 

fuktala「蕨」 [pʻutʻərə] (S) (87: 13) [pʻukʻtʻɑlɑ], [pʻu’ətʻɑlɑ] (88a: 22) 

fulenggi「灰；灰色」+ fiyan「顔色；

紅；色」 

[fuləŋjɑn] 灰色 (87: 29) 

fulgiyan「赤」 [pʻuljiɑn] (87: 15) [fəilijɑn] (87: 29) 

fuli「乾し肉」 [fuli] 碎干肉块 (FY) (87: 7) 

fungkū「丸太」 [fuŋkʻɔ] 墩子 (FY) (87: 7) 

funiyehe「髪；毛」44 [pinierɡə] 发 (S) (87: 11) 

funiyehengge「毛のある」 [pʻiniəhəŋə] 带毛的 (87: 30) 

furdehe「毛皮」 [pʻurduhu] 毛皮 (87: 29) 

furgin「辛い」 [pʻuljin] 辣 (87: 15) 

furgin「辛い」+ -hun「名詞形成接

辞」 

[pʻəɡihun] 辣味 (87: 29) 

furun「削り取った肉」 [pʻurun] 丝、菜肉丝(BY) (87: 9) 

fusa「菩薩」 [pʻusə], [fusə] (88a: 7) 

futa「縄」 [futʻə] (FY) (87: 6)45 [fətʻə] (88a: 6) 

gajimbi「持ってくる」 [ɡɑʧïmi], [ɡɑnʧumi] (88a: 17) 

gala「手」 [ŋɑlɑ] (BY) (87: 8) 

galman「蚊」 [ɡɑlmɑn] (FY) (87: 8) 

garun「股まである長靴」+ -hū「名

詞形成接辞」 

[ɡɑluhu] 熊皮长靿靴 (87: 29) 

 
43 [pʻukʻɑnɑɡɑi] などにおける [ɡɑi] は WM -hai「〜しつつ」に対応する形式である可能性は排除できない。

ただし、バラ語には音変化で語末の [ɑ] の後に [i] が挿入される例がある(例えば、88a: 20 が指摘する音変

化の例 [durkʻɑ] > [durkʻɑi] などを参照されたい)。このため、[pʻukʻɑnɑɡɑi] などにおける [ɡɑi] は、[ɡɑ] が

音変化した結果である可能性もあると考えられる。また、ここの [i] は、シベ語の /=i/ のようなモダリテ

ィ接語(この接語については児倉 2018: 17 を参照)ではないと考えられる。アルチュカ語の [ʧəkʻəi] (88b: 11; 

王海波 2025a: 253)も参照されたい。なお、バラ語のこの語は原文では「重音前失音」の例として挙げてい

るため、アクセントが [nɑ] にあると判断される。 
44 Hölzl (2017: 101)はバラ語 [pinierɡə] における [p] は有気音の [pʰ] であると推測している。Hölzl (2018a: 

21)でも、[pinierɡə] の代わりに p(')inierɡəのような表記をしている。Hölzl (2017: 101; 2018a: 21)は(87: 30)が

記録した [pʻiniəhəŋə] の語形に言及していないが、この [pʻiniəhəŋə] は WM funiyehe の派生語 funiyehengge

に対応すると考えられ、語頭が有気音である点は Hölzl の推測と一致する。 
45 (88a: 6)は、バラ語における [u] から [ə] への音変化の例として [futʻɑ] > [fətʻə] を挙げ、「巴拉人的习惯

语发声皆为 [fətʻə]」と説明している。しかし、(87: 6)には [futʻə] が記録されており、こちらに [u] > [ə] の

音変化が生じていない。 
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gasha「鳥」 嘎萨 gasa (84b: 67) 

gasihiyambi「人を損じてその財を

取り上げる」<S> 

[ɡɑɕimi], [ɡɑnɕimi] 浪费 (88a: 17) 

gebu「名」 [ɡərbi] (S) (87: 14) [ɡəbi], [ɡərbi] (88a: 17) 

gefehe「蝶」 [ɡəfihə] 蝴蝶 (BY) (87: 9) [kʻɔfəi] 大蝴蝶 (GT) (87: 18) 

[kʻɔfəi], [kʻɔwəi] 大蝴蝶 (88a: 2)46 

geji「鳥を捕らえる罠」 改金 gaijin 夹子 (84b: 65) 

gene-「行く」gene(mbi)47 [ənə] (ɕi ənəŋɔ 你去么) (87: 31) 

gene-「行く」geneki [ənəhi] (87: 14) 

gene-「行く」generakū48 [ənərʃən] (88a: 11) 

genggiyen「清い、明るい」 [ɡəjən] 明色 (87: 29) 

geo morin「雌馬」 [kʻuɔ məri] (87: 22) 

gere-「空が明るくなる」 [ɡərə] 明亮 ([ɑn’ɡərə] 永远明亮或没有黑夜) (88a: 8) 

geri「伝染病、流行病」 [ɡɑilin] (S) (87: 12) 

gida「槍」 吉达 jida 矛枪 (84b: 64-65) 

giogin「掌」 [ɡiɔɡin] (FY) (87: 6) 

giran「死体」 [ɡirɑ] 尸体 (88a: 10) 

giranggi「骨」49 [kʻijɑmu] 膝盖骨 (GT) (87: 17) [dijɑnmusu] 骨头 (GT) 

(87: 17) 

girikū「裁断用の小刀」 [ɡilikʻu] 猎人随身带的割刀 (87: 29) 

girimbi「切り揃える」 [ɡilimi] 割草 (FY) (87: 7) 

giyahūn「鷹」+ -han「名詞形成接辞」 [ɡijɑhuhɑn] 捕鹰网 (87: 29) 

giyangdu「ささげ(漢語豇豆)」 [ɡiɑŋdu] (87: 22) 

giyarimbi「巡察する」 [ɡiɑlimi] (FY) (87: 7) 

gosihon「苦い；苦味」 [ɡɔʃïhɔn] 苦味 (87: 30) [ɡuʃïhun] 苦味 (88a: 6) 

gurgu「獣」 古鲁吉 guluji [sic] (古鲁吉朝哈 guluji [sic] chaoha 野兽兵) 

(84b: 66)50 古鲁古 gulugu 走兽 (84b: 67) 勾古 gougu (勾

古超合 gougu chaohe 野兽兵) (87: 3) [ulɡu] (S) (87: 13) 

 
46 原文では、女真語における同源語を漢字音写で「叩畏」と記し、バラ語の [kʻɔwəi] と発音が同様と述べ

ている。しかし、JB の漢字音写「革迫」(Kn 230 = *gepo)が反映する発音はそれとは異なる。なお、JA には

同源語が記録されておらず、Цинциус и др. (1975: 183)にもツングース諸語の同源語は収録されていない。 
47 WM の gene- は語頭の g があるが、キーレン語の同源語 ənə- (安俊 1986: 22; Zhang et al. 1989: 120)、ナー

ナイ語の同源語 энэ- (Оненко 1980: 532)、バラ語の同源語 [ənə] のいずれも語頭の g がない。この比較つい

ては池上(1999b: 335)及び Hölzl (2015: 135)も参照されたい。また、ツングース諸語におけるその他の同源語

については、Цинциус и др. (1975: 669-671)及び風間(1998: 62)を参照されたい。 
48 [rʃən] は WM の -rakū と同源ではない。詳細は王海波(2025b: 4-6)を参照されたい。 
49 キーレン語の ɡiams(ə)「骨」との語源的関連性は筆者の推測である。キーレン語のこの語については、安

俊(1986: 8, 12, 29, 74)や Zhang et al. (1989: 26, 100, 122)を参照されたい。ナーナイ語の гирмакса「骨」(Оненко 

1980: 107)も同源語であるが、語形が異なる(風間 1996: 124)。Цинциус и др. (1975: 154)によれば、ナーナイ

語のこの語と WM の giranggiは同源語である。 
50 原文の「古鲁吉」(guluji)は「古鲁古」(gulugu)の誤植である可能性がある(Hölzl 2021: 175)。 



 278 

gurumbi「摘む」 [ɡurɔmi] (88a: 6) 

gurun「国」 [ɡuɔru] (87: 22) 

guwafu「杖」 (W) [ɡuɑivə], (H) [ɡɑifu] 上山用的拐棍 (BT) (87: 20) 

guwafu moo「武器用の棍棒」 (X) [ɡɑimɔ], (Z) [ɡɑimɔɔ] 上山用的拐棍 (BT) (87: 20) 

hacin「件、項、種」 [hɑtʻin] 物件  (S) (87: 11) (87: 14) 物件  (88a: 251 , 10) 

[huʧʻin], [hɑkʻin] 物件 (88a: 10) 

hacuhan「小さな鍋」 汉楚 hanchu 小锅 (84b: 65) [hɑnʧʻu] 猎锅、小锅 (BY) 

(87: 10) ([lɑkʻiɑ hɑnʧʻu] 吊锅 (BY)) (87: 10) 

hada「峰」 哈达 hada (84b: 66) [hɑdɑ] ([hɑdɑ mɔ] 山顶积水或天池) 

(88a: 26) 

hada「峰」+ omo「池」 [hɑdɑ mɔ] 山顶积水或天池 (88a: 26) 

hadahan「杭(くい)」(hadahan nisiha

「船の釘に似た形の魚」) 

哈达海 hadahai 木头橛子；大鲹条鱼 (87: 3) 哈达哈 (87: 

5, 17, 20) 

hafan「官」+ ordo「亭式宮殿」52 [hɑvə ɔldɔ] 衙署 (S) (87: 13) 

hafirakū「毛抜き；蟹の螯」53 [hɑifuɡu] 打野兽的夹子 (87: 28) 

hailan「楡の木」 [hɑilin] 榆 (BY) (87: 10) 

hailun「獺；獺の皮」 [hɑrui] 水獭 (S) (87: 13) 

haira-「慈しむ」hairambi 孩拉米 hailami 爱 (84b: 66) 

haira-「慈しむ」hairara [həilərə], [həilerə] 爱惜 (88a: 5) 

hairacuka「惜しむべき」 [hɑirɑʃïkʻɑ] 可惜 (87: 30) 

hairacun「惜しむところのある」 [hɑirɑʦʻï] 怜悯 (87: 30) 

hala「姓」 [hɑlɑ] (FY) (87: 6) 

halhūn「熱い、暑い」 [hɑilihun] (BY) (87: 10) [hɑilihɷn], [hɑilihɷ] (88a: 19) 

halmari「神刀(薩満が祈祷の際に用

いる刀)」54 

[hɑrmɑ], [hɑrmɑŋɡɑ] 神刀环子 (重音是在 [mɑ] 音上) 

(88a: 14) 

 
51 (88a: 2)は、女真語における同源語の発音は満洲語の [hɑʧʻin] (hacin)ではなく、バラ語の [hɑtʻin] と同様

であると述べている。即ち、女真語の同源語の第 2 音節の音節頭子音(onset)は破擦音ではなく破裂音であ

るという見解である。しかし、JA の漢字音写「哈稱因」(K 101, 103, 129, 144, 146 = *hačin; W 70, 77, 81, 92 

= *haʧin)、及び JB の漢字音写「哈尺」(Kn 144, 348 = *hači)に基づけば、対応する子音は破擦音と見なされ

るのが妥当である。また、『女真文辞典』(金啓孮 1984: 45, 89, 索引 33)に記載される *xɑʧïn, *xɑʧin も参照

されたい。更に、Цинциус и др. (1975: 465)はWM hacin と JA「哈稱因」のツングース諸語における同源語

を挙げているが、該当子音はいずれも破擦音または摩擦音であり、破裂音として現れる例はない。 
52 [hɑvə] と [ɔldɔ] はそれぞれWM の hafan と ordo に対応すると考えられる。WM ordo はモンゴル語 ordo 

(内蒙古大学蒙古学研究院蒙古語文研究所 1999: 220 では「宮殿」や「官邸」等と訳している)からの借用語

である(Rozycki 1983: 222)。また、(88a: 4)によると、バラ語の [ɔldɔ] (卧鲁朵)は古代モンゴル人あるいは契

丹人との交流に由来するという。 
53 WM hafirakū「毛抜き；蟹の螯」とバラ語 [hɑifuɡu]「打野兽的夹子」は意味上が異なるものの、WM hafirakū

は hafira-「挟む」+ -kū「名詞形成接辞」に由来する語であり、後者もこれに対応する要素に由来すると考

えられる。 
54 JA には「罕麻」(漢訳=剣)(K 1009 = *hanma; J 202, 283 = *xɑn-mɑ; W 81 = *halma)があり、von Zach (1897: 

107)及び Tang (2012)はこの語は WM halmari の同源語であると指摘している。従って halmari の -ri は名詞

形成接辞である可能性がある。バラ語 [hɑrmɑ] は JA「罕麻」及びWM halmariの halma- に対応し、[hɑrmɑŋɡɑ] 
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hamu「大便」 [humu] 人粪便 (BY) (87: 9) 

hangsi「清明節」 [hɑnʃï] 清明节 (87: 22) 

hara「秋に剥いだ獣の皮で他の獣

より毛の短いもの」 

[hɑrɑ] (重音节在 [hɑrɑ] 的 [rɑ] 中) (88a: 13) 

hara「秋に剥いだ獣の皮で他の獣

より毛の短いもの」+ -la「動詞化接

辞」+ -mbi「未完了接辞」 

[hɑrɑlɑmi], [hɑʐ(r)lɑmi] 熟秋板子毛皮  (重音节  [lɑ]) 

(88a: 13) 

hargi「急流」+ α [hɑrɡirə], [hɑrɡi’ə] 急流 (88a: 23) 

harha「靴の底以外の部分、時には

両側面部のみを指す」 

[hɑrhɑi], [hɑrɡɑi] 靰鞡帮子 (88a: 20) 

hasi「茄子」55 [kʻiʦə] 茄子 (87: 23) [kʻijəʦə] 茄子 (88a: 24) 

hasiba「庇護」<S> [huiʧibə] 遮掩 (87: 30) 

hatuhūn「塩辛い」 [hɑntʻihun] 咸味 (87: 29) 

hebeše-「相談する」+ -cuke「〜可

能な」56 

[həvəʃïkʻə] 可商议的 (87: 30) 

hedereku「熊手」 [hədərkʻu] 搂草扒子 (87: 29) 

helmen「影」 [hərəmu], [hərənpʻu] 影子 (88a: 9)57 

hengke「瓜」 [həŋ] ([dueilihəŋ] 黄瓜 (GT)) (87: 18) 

hergen「字」 [herɡən] (FY) (87: 7) 

hergimbi「さまよう」 [həŋɡimi] 游荡徘徊 (87: 15) 

hethembi「湯掻く」 [hɑtʻhəmi], [hɑtʻhɑmi] 开水炸野菜 (88a: 6) 

heture-「道を阻む」+ -hen「名詞形

成接辞」<S> 

[hətʻərhən] 捕野兽的地窖 (87: 29) 

heye「目脂」 [həjə] 眼眵 (87: 29) 

hibsu「蜂蜜」 西布苏 xibusu (84b: 67) 

hishan「汚れ」 [hishɑn] 污子 (87: 29) 

hiyan「線香」 [hiɑŋ] (87: 22) 

hojihosi「婿たち」 [hɔdihɔɕi] 众女婿 (87: 29) 

hon「非常に」 [hɔŋ] ([hɔŋ əkʻuʃərin] 大忙季节) (88a: 18) 

 
は [hɑrmɑ] に [ŋɡɑ] (WM -ngga に対応する接辞)が付加されて形成された語であると考えられる。 
55 WM hasi は漢語の「茄子」からの借用語である(Schmidt 1933: 261)。WM hasi 及びバラ語 [kʻiʦə], [kʻijəʦə] 

は共に漢語「茄子」を語源とするが、WM hasi は既に定着し音変化を経た形式である一方、バラ語形式は

漢語をより直接的に借用したものである。 
56 原文では [həvəʃïkʻə] における [ʃïkʻə] は接辞であると記述している。この [ʃïkʻə] は WM の -cuke に対

応すると考えられる。また、[həvə] の部分は WM の hebe「相談；会議」と同源と考えられる。但し、hebe

は名詞であり、-cuke は通常動詞語基に後続する。WM で「相談する」を意味する動詞には heb(e)de-, hebeše- 

があり、それぞれ hebe に接辞 -de, -šeがつく形式である。もし、[həvəʃïkʻə] が hebeše- + -cuke の同源語で

あるならば、重音脱落(haplology)が発生している可能性がある。 
57 原文では、ここの [pʻ] が [m] の音変化の結果であると述べており、[pʻu] は派生接辞ではなく、音変化

を経た語根の一部であるとの解釈である。 
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hontoho「半分」 [hɔndəhə], [hɔntʻəhə] 一半 (88a: 8) 

hose「小箱(漢語盒子)」 [hɔʦə] 盒子 (87: 22, 23) 

hoto「瓢箪」 [hultʻɔ] 葫芦 (87: 22) 

hunio「水桶」+ -ku「名詞形成接辞」 [huniɔɡu] 水罐子 (87: 28) 

hurungge「甲羅のある」 [huruŋə] 有盖的(龟甲) (87: 30) 

hutu「鬼」 [kʻutʻu] (BY) (87: 9) 

hūrhan「魚を捕らえる大網」 [hurhɑn] 捕鱼的围网 (87: 29) 

hūsihan「スカート」 [huʃïɡɑ] (S) (87: 11) 

hūsun「力」 [husun] (FY) (87: 7) 

hūturi「福」 胡鄙哩 hubili [sic] (84b: 66)58 

hūya「中型ののろじか」 [hujɑ] 中等狍子 (87: 29) 

i「の」 依 yi (博依达苏苏 bo yi da susu 故乡) (84b: 66) (木再依达

苏苏 muzaiyi da susu 我的家乡) (84b: 67) 尼 ni (巴彦尼，

遮根采岭 bayan ni zhegencailing 富裕的张广才岭) (84b: 

67) [i] (87: 25, 26; 88a: 22) [ni], [ki], [n], [kʻi], [ɡi] (87: 25) 

ibagan「妖怪」 [ijɑhɑn] (GT) (87: 18) (88a: 11) 

icakū「気に入らない」 [iʧʻïkʻu] (FY) (87: 7) 

ice「新しい」 [iʧʻi] (FY) (87: 7) 

ici「右；方向」 [iʧʻï] 右 (S) (87: 12) 

ihan「牛」 [wəihɑn] 牛 (87: 29) 

ikūmbi「縮む」 [ikʻɔmi] (FY) (87: 7) 

ilenggu「舌」 [iləŋɡu] 舌头 (87: 29) 

ilha「花」 [ilhɑ], [ilɑ] ([utʻu ilhɑ], [utʻuilɑ] 石竹花) (87: 15) [ilɑ], 

[irɑ], [ilhɑ] (88a: 15) 

indahūn「犬」 [indɑhɷn], [indɑhɷ] (88a: 19)59 

inenggi「日」 依能吉 yinengji (依能吉达力 yinengjidali 天天) (84b: 67) 

[iniŋ] (88a: 16)  

inggari「柳絮」 [iŋkʻɑli] 杨柳絮 (87: 28) 

ini「彼の、彼女の」60 [in] 他的 (87: 25) 

iru-「沈む」+ α61 (X) [irlən], (W) [iruri] 网坠子 (BT) (87: 20) 

 
58 Hölzl (2021: 175)は、原文の「胡鄙哩」(hubili)は「胡啚哩」(hutuli)の誤植であると指摘している。「啚」は

「圖」の異体字(この場合は tuと読む)または「鄙」(この場合は bi と読む)の異体字である。 
59 バラ人が犬肉を食べることを禁じるか否かについて、研究者によって記述に違いがある。(84b: 65)は禁

じると述べているのに対し、李自然(2010: 80)は禁じないと述べている。 
60 バラ語 [in] には、WM ini の語末の i に当たる要素が見られないが、脱落していると考えられる。当該要

素は属格標識であり、属格標識の形式については表中の i「の」の行を参照されたい。 
61 バラ語 [irlən], [iruri] は、WM iru-「沈む」と同源の語基に、それぞれ派生接辞が付加されて形成された

語と分析される。[iruri] の [ri] は、WM の名詞形成接辞 -riに対応するものと考えられる。一方、[irlən] の 

[lən] は、WM jobolon「憂患」の -lon と関連している可能性があるが、更なる検討が必要である。WM jobolon

自体は、モンゴル語の ǰobalang からの借用語である(Rozycki 1983: 170)。なお、WM の irukū「沈子」は iru- 
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ja「安い；易しい」 [ʧɑ] ([nɔ’ɑn ʧɑ] 很容易) (87: 30) 

jahari「小石」 [dijɑhɑri] (BY) (87: 9) 

jancuhūn「甘い」 沾春 zhanchun (84b: 67) [ʧiɑŋʧʻihun] 甜味 (87: 29) 

jari-「神前で御神歌をあげる」62 [ʧiɑliŋkuɔ] 传说 (S) (87: 13) 

jaya「樺皮製の船」 [tʃiɑjɑ] 木槽船 (87: 29) 

je-「食べる」63 这 zhe (这德瓦集嘎库 zhe de wajigaku 吃不完) (84b: 67) 

jerkin「眩しい光」 [ʧərkʻən] 光辉 (BY) (87: 10) 

jeseri「矢の一種」<S>64 遮苏鲁 zhesulu 套子 (84b: 64) 

jeyen「刃」 [dəjən] 刀刃子 (87: 29) 

jibehun「掛け布団」 [bɔdihɔn] 被子 (S) (87: 11) 

jili「鹿等の角の根」65 [dilin] 头、脑袋，牲畜、兽、禽的头 (S) (87: 5) [dərin] 野

兽头 (GT) (87: 18) [dili] 头 (87: 31) 

ji-「来る」jimbi [dimi] (S) (87: 12) 

ji-「来る」jio [diu] (S) (87: 12) 

jirga-「安逸に暮らす」jirgambi [di’ɑnmi], [di’ənmi], [di’əmi] 安逸、自在 (88a: 20) 

jirga-「安逸に暮らす」jirgara [dirɡɑrɑ] 乐 (S) (87: 11) 

jisiha「榛」 [diʃïhɑ] (S) (87: 12) 

 
に別の派生接辞 -kū がついた語であり、意味的にはバラ語の [irlən], [iruri] と一致する。 
62 ヘジェン族に「嫁令阔」(jialingkuo)という民間音楽があり(韋風・呂聶 1984)、バラ語の [ʧiɑliŋkuɔ] と語

源的関連性が存在する可能性がある。「嫁令阔」の語源については、李林静(私信)がヘジェン語キーレン方

言(即ち本稿でいうキーレン語)の jari-「歌う」を語根とする見解を指摘している。jari- は安俊(1986: 68, 99)

は dʑari-、Zhang et al. (1989: 4, 11, 120, 140)は /ʥiari/ [ʨiari]～[tʃiari] とそれぞれ表記し、ナーナイ語の対応

語は Оненко (1980: 182)は дяли- [ǯарі-] と表記している。孫亜強(2017: 91, 94)には tʃarink′ɔ「歌」及び tʃari-

「歌う」という語形が収録されており、それぞれ「嫁令阔」及び jari- に対応するものである。Цинциус и 

др. (1975: 252)によれば、ナーナイ語のこの動詞の WM における同源語は jari- である。 
63 原文は「这德瓦集嘎库」(zhe de wajigaku)である(漢訳=吃不完)。この文の解釈には、次の 3 つの可能性が

ある([2] と [3] は Hölzl 2021: 177 による)。[1] WM の jetere de wajihakū に対応。jetereの tere に相当する部

分はない。[2] WM の jeme wajihakū に対応。「德」(de)は「莫」(mo)の誤記である可能性がある。-me waji- の

例として、王慶豊(2005: 75)には黒河満洲語の buda dʐəmə vadʐəʁa「饭吃完了」が挙げられる。[3] WM の jetere 

wajihakū に対応。jetere の te は「德」(de)に対応し、re に相当する部分はない。[1] と [3] は少なくとも満

洲語口語の記録には類似する文型の例文がなく、文法的にも問題があると考えられる。また、WM jetere に

対応するシベ語の形式は /je-re/ であるが、jere wajihakū も文法的に問題があると考えられる。 
64 バラ語「遮苏鲁」(漢訳=套子)は猟具の名である(84b: 64)。WM jeseri も猟具であるが、意味が異なる(Sulfa、

私信)。なお、ソロン語の jottēl は「套儿，罩儿，帽儿」の意味がある(杜・道爾基 1998: 384-385)が、偶然の

可能性がある。Biligt (私信)は jottēl は漢語の「罩头儿」からの借用語であると推測している。 
65 バラ語の [dilin], [dərin], [dili] は、エウェン語とネギダル語の dɪl「頭」、エウェンキ語とソロン語の dil

「頭」、ウデヘ語とオロチ語の dili「頭」、ナーナイ語とウイルタ語の ǰili「頭」、オルチャ語(ウルチャ語)の

dɪlɪ「頭」と同源であると考えられる(エウェン語等の語形は池上 1989: 1075 による)。これらの語に対する

WM の同源語は、Benzing (1956: 980)、池上(1989: 1075)、風間(1997: 13-14)は jili「鹿等の角の根」を挙げて

いる。Цинциус и др. (1975: 205-206)は jili に加えて gili も挙げているが、Alonso de la Fuente (2010/2011: 208)

は WM の gili はエウェンキ語の gildii「指輪」、gildiikään「円；丸いもの」と語源的に関連するとしている。

また、アルチュカ語の təri, tərin, tiri「頭；1 番目」(86a: 5)と [dəliŋ]「野獣の頭」(87: 18)もバラ語の [dilin], 

[dərin], [dili] と同源と考えられる。なお、(86a: 4)によれば、アルチュカ語の tərin はヘジェン語及びキャッ

カラ語の同源語と同音であり、キャッカラ語には kʻɑntɑ tərin「石人头」と sɑŋkə tərin「黑熊头」の例がある。

穆曄駿が言及しているキャッカラ語は、ロシアのキャッカラ語(Russian Kyakala、オロチ語群即ち Ikegami 

1974 の第 II 群に属する)ではなく、中国のキャッカラ語(Chinese Kyakala)である(Hölzl 2018b)。 
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jobo-「苦労する」jobome [ʧiɔbɔmə], [ʧiɔbɔmi], [ʧiɔbɔm], [ʧiɔbɔn], [diɔbɔm] ([bɔ] 

是重音) (88a: 13) 

jofoho「簎(やす)」 [tʃɔpʻuhu] 鱼叉 (87: 29) 

juciba「蛍」 [duəʧʻïbɑ] (BY) (87: 9) 

jui「子供」 dʒi (86b: 25) [ʧui], [ʧi] (88a: 14) 

juken sain「どうやら良い」 [ʧɑŋkʻə ʦʻɑi] 恰好 (BY) (87: 10) 

julan「急流で凍結しない処」 [ʧɑŋlin] 江河冬季不冻的清沟 (87: 15) 

julen「古事を語る詞」 [ʧɑŋlɑn] 故事 (S) (87: 12) 

julen「古事を語る詞」+ α66 [ʧɑnlɑrimi] 讲故事 (S) (87: 12) 

julergi「前方；南」67 / julesi「前方

へ；南へ」 

[diulə] 前面 (BY) (87: 9) [ʧuləhi] 东 (S) (87: 12) [ʧulə] 

前面 (S) (87: 12) [ʤulərɡi], [ʧuləŋɡi] (87: 15) 

julgen sain「首尾の良い」+ alin「山」 张广才岭 zhangguangcailing (84a: 97; 85: 5)68 zhe gen sa 

lin, 遮根猜阿林 zhegencai alin (84a: 97) 遮根萨岭

zhegensaling (84b: 66) 遮根采岭 zhegencailing (84b: 67) 

獐 光 材 山 zhangguangcaishan (87: 2) 獐 光 材 岭

zhangguangcailing (87: 2) 獐光材 zhangguangcai (87: 17) 

獐光采 zhangguangcai (87: 17) 獐光才 zhangguangcai 

(87: 19) 獐光材 zhangguangcai (87: 20) 

julhū「手綱」 [ʧɑŋhuɔ] 骑马用的扯缰 (87: 15) 

jušuhun「酸っぱい」 [diɔʃïhun] 酸味 (87: 29) 

juwali「青蛙」 [dueili] 青蛙 (GT) (87: 18) 

juwali「青蛙」+ hengke「瓜」69 [dueilihəŋ] 黄瓜 (GT) (87: 18) 

juwe「二」+ undehen「板」<S> 朱温德 zhuwende 对板 (84b: 65) 

juyen「袍下に着る綿入れ短衣」 [dujən] 在皮达乎里面穿的小袄 (87: 29) 

 

  

 
66 原文ではバラ語の [ʧɑnlɑrimi] は WM の julen arambi に対応するとしている。バラ語の [ʧɑnlɑrimi] の語

幹 [ʧɑnlɑri-] は [ʧɑŋlɑn]「物語」に派生接辞 [-ri] がついて形成されたと分析できる。[ʧɑŋlɑn] 自体の由来

は julen ではなく、[ʧɑŋ] が漢語の「讲」、[lɑ] が動詞化接辞 -laにそれぞれ由来する可能性も排除できない。 
67 WM の julergi「前方」は、jule- と ergi「方向」の融合によると考えられる。バラ語の [diulə], [ʧulə] は

WM の julergi の jule- の部分と同源であると考えられる。 
68「张广才岭」や「遮根采岭」における「岭」(ling)は「山脈」の意味であるが、同時に WM の alin「山」の

音写でもあると考えられる(Hölzl 2020: 168; 2021: 180)。 
69 [həŋ] の部分は WM の hengke と同源と考えられるが、[dueili] の部分はバラ語における同音の [dueili]

「青蛙」に由来する可能性がある。アルチュカ語における「きゅうり」も「青蛙」+「瓜」に由来すると考

えられる(王海波 2025a: 255)。また、漢語「冬瓜」に倣った「夏瓜」、すなわち WM juwari + hengke の同源

語に由来する可能性もある。 
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This paper provides the first half (entries A-J) of a Written Manchu index for the fieldwork 

data on the Bala language collected by Yejun Mu. The Bala words in Yejun Mu’s research 

are scattered across several papers, and different forms of a single word are often recorded 

in separate papers. This paper aims to systematically organize the Bala vocabulary 

documented by Yejun Mu, based on the cognates in Written Manchu. 
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